小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)　令和 (れいわ)４年度 (ねんど)　第 (だい)１回 (かい)幹事会 (かんじかい)　議事 (ぎじ)要録 (ようろく)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【日 (にち)　　時 (じ)】　令和 (れいわ)４年 (ねん)４月 (がつ)２７日 (び)（水 (すい)）午後 (ごご)２時 (じ)～４時 (じ)

【開催 (かいさい)会場 (かいじょう)】　健康 (けんこう)福祉 (ふくし)事務 (じむ)センター第 (だい)３・４会議室 (かいぎしつ)

【会場 (かいじょう)参加 (さんか)】　８名 (めい)

【オンライン参加 (さんか)】　３名 (めい)

【欠席 (けっせき)委員 (いいん)】　０名 (めい)

【事務局 (じむきょく)】［障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)］６名 (めい)
［ひびき］　　　　 １名 (めい)

【傍 (ぼう)　　聴 (ちょう)】　無 (な)し　

【配付 (はいふ)資料 (しりょう)一覧 (いちらん)】
１　小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)　第 (だい)１回 (かい)幹事会 (かんじかい)次第 (しだい)
２　令和 (れいわ)４年度 (ねんど)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)開催 (かいさい)一覧 (いちらん)　　　　　　　（資料 (しりょう)１）
３　第 (だい)５期 (き)　令和 (れいわ)３年度 (ねんど)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)実績 (じっせき)報告 (ほうこく)（案 (あん)、一部 (いちぶ)抜粋 (ばっすい)）
（資料 (しりょう)２）
４　第 (だい)５期 (き) 小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)　令和 (れいわ)４年度 (ねんど)協議 (きょうぎ)テーマ（案 (あん)）
（資料 (しりょう)３）
５　農 (のう)福 (ふく)連携 (れんけい)について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料 (しりょう)４）
６　当事者 (とうじしゃ)・情報 (じょうほう)部会 (ぶかい)開催 (かいさい)報告 (ほうこく)　　　　　　　　　　　 　　　　（資料 (しりょう)５）
７　小平市 (こだいらし)オリジナル農 (のう)福 (ふく)連携 (れんけい)について（事業 (じぎょう)の経過 (けいか)、市内 (しない)農家 (のうか)とのつながり経過 (けいか)、農園 (のうえん)との連携 (れんけい)について）　　　　　　　　　　　　　　（資料 (しりょう)６）
８　古民家 (こみんか)で味 (あじ)わう伝統 (でんとう)芸能 (げいのう)　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料 (しりょう)７）

【協議 (きょうぎ)内容 (ないよう)】
１　開会 (かいかい)
幹事 (かんじ)長 (ちょう)より開会 (かいかい)が宣 (せん)言 (げん)された。
　事務局 (じむきょく)より本日 (ほんじつ)の出席者 (しゅっせきしゃ)と傍聴者 (ぼうちょうしゃ)の確認 (かくにん)をした。

２　障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)より人事異動 (じんじいどう)の報告 (ほうこく)
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)長 (ちょう)の交代 (こうたい)、ケースワーカーと保健師 (ほけんし)の異動 (いどう)について報告 (ほうこく)あり。

３　配付 (はいふ)資料 (しりょう)の確認 (かくにん)
事務局 (じむきょく)より配付 (はいふ)資料 (しりょう)の確認 (かくにん)をした。

４　「農 (のう)福 (ふく)連携 (れんけい)」について
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)、あさやけ第二 (だいに)作業所 (さぎょうじょ)、８７５Ｂｅａｎｓ、小平市 (こだいらし)障害者 (しょうがいしゃ)就労 (しゅうろう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センターほっとより、資料 (しりょう)４・資料 (しりょう)６に基 (もと)づいて説明 (せつめい)がされた。
資料 (しりょう)６の１ページ（３）の令和 (れいわ)３年 (ねん)１１月 (がつ)を１２月 (がつ)に訂正 (ていせい)があった。
以下 (いか)のとおり、補足 (ほそく)説明 (せつめい)と協議 (きょうぎ)が行 (おこな)われた。
【幹事 (かんじ)長 (ちょう)】 農 (のう)福 (ふく)連携 (れんけい)は農業 (のうぎょう)分野 (ぶんや)と福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)の連携 (れんけい)ということで、地方 (ちほう)の農村部 (のうそんぶ)では以前 (いぜん)から進 (すす)んでおり、障 (しょう)がい者 (しゃ)雇用 (こよう)の分野 (ぶんや)でも社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)が農業 (のうぎょう)に参入 (さんにゅう)したり農家 (のうか)で障 (しょう)がい者 (しゃ)雇 (こ)用 (よう)をしたりという動 (うご)きがあった。実際 (じっさい)に福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)の作業 (さぎょう)の一 (ひと)つとしてや農業 (のうぎょう)分野 (ぶんや)の人材 (じんざい)不足 (ぶそく)を補完 (ほかん)する役割 (やくわり)としてクローズアップされている。小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)の中 (なか)でも農 (のう)福 (ふく)連携 (れんけい)が記載 (きさい)され、一昨年前 (いっさくねんまえ)から産業 (さんぎょう)振興課 (しんこうか)の協力 (きょうりょく)を得 (え)て農 (のう)福 (ふく)連携 (れんけい)を具体的 (ぐたいてき)に取 (と)り組 (く)んでいる。本日 (ほんじつ)は、実際 (じっさい)に関 (かか)わっている事業所 (じぎょうしょ)の話 (はなし)を聞 (き)き、今後 (こんご)の農 (のう)福 (ふく)連携 (れんけい)について意見 (いけん)交換 (こうかん)したい。
【事務局 (じむきょく)】 農林 (のうりん)水産省 (すいさんしょう)と厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)の全国 (ぜんこく)規模 (きぼ)の合同 (ごうどう)研修 (けんしゅう)が開 (かい)催 (さい)された。小平市 (こだいらし)には、まだ農地 (のうち)が残 (のこ)っている。そこで、令和 (れいわ)２年 (ねん)９月 (がつ)頃 (ころ)より産業 (さんぎょう)振興課 (しんこうか)と打合 (うちあ)わせをはじめ、市内 (しない)の農家 (のうか)に６事業所 (じぎょうしょ)で訪問 (ほうもん)した。
農家 (のうか)からは飲食店 (いんしょくてん)での地場 (じば)野菜 (やさい)の活用 (かつよう)や集荷 (しゅうか)や配送 (はいそう)の課題 (かだい)などについて教 (おし)えていただいた。
さらに、「ゆで饅頭 (まんじゅう)」の餡 (あん)に地場 (じば)野菜 (やさい)を使 (つか)い商品化 (しょうひんか)するプロジェクトを企画 (きかく)したが、餡 (あん)が固 (かた)くなることや販売 (はんばい)場所 (ばしょ)等 (など)が課題 (かだい)となった。
また、草刈 (くさか)り作業 (さぎょう)は、複数 (ふくすう)の社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)が手 (て)を挙 (あ)げたが、作業 (さぎょう)規模 (きぼ)が機械 (きかい)無 (な)しでは難 (むずか)しく、作業 (さぎょう)を担 (にな)える社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)が行 (おこな)うことになった。
その他 (ほか)にも、トマトの養 (よう)液 (えき)栽培 (さいばい)など通年 (つうねん)で収穫 (しゅうかく)作業 (さぎょう)が見込 (みこ)めるため、５法人 (ほうじん)で５月 (がつ)から試 (ため)すことになった。熟 (じゅく)し具合 (ぐあい)の見極 (みきわ)めが課題 (かだい)である。
【あさやけ第二 (だいに)作業所 (さぎょうじょ)】当法人 (とうほうじん)は約 (やく)３０年前 (ねんまえ)から農地 (のうち)の一角 (いっかく)をお借 (か)りし、製品 (せいひん)を販売 (はんばい)していた。法律 (ほうりつ)の変更 (へんこう)により販売 (はんばい)終了後 (しゅうりょうご)、社会 (しゃかい)適応 (てきおう)訓練 (くんれん)事業 (じぎょう)で利用者 (りようしゃ)が働 (はたら)いた。３名 (めい)が複数 (ふくすう)の農園 (のうえん)で社会 (しゃかい)適応 (てきおう)訓練 (くんれん)事業 (じぎょう)を実施 (じっし)した。現在 (げんざい)、社会 (しゃかい)適応 (てきおう)訓練 (くんれん)事業 (じぎょう)は無 (な)くなり就労 (しゅうろう)移行 (いこう)等 (とう)で継続 (けいぞく)している。その後 (ご)、就業 (しゅうぎょう)できる利用者 (りようしゃ)がいなくなり農家 (のうか)との関係 (かんけい)は途切 (とぎ)れがちになった。
現在 (げんざい)は市内 (しない)の農地 (のうち)に行 (い)き、冬 (ふゆ)に枯 (か)れた雑草 (ざっそう)を刈 (か)った。年間 (ねんかん)を通 (とお)して行 (おこな)う予定 (よてい)である。今後 (こんご)はピクルス、乾燥 (かんそう)野菜 (やさい)、焼 (や)き芋 (いも)など農産物 (のうさんぶつ)を使 (つか)った製品作 (せいひんづく)りを考 (かんが)えている。三鷹 (みたか)で取 (と)れたかりんをジャムにして三鷹市 (みたかし)立 (りつ)中学校 (ちゅうがっこう)特別 (とくべつ)支援級 (しえんきゅう)の生徒 (せいと)がラベルを貼 (は)り販売 (はんばい)する取 (と)り組 (ぐ)みの中 (なか)で、ジャム製品 (せいひん)も担 (にな)った。
【８７５Ｂｅａｎｓ】２０１７年 (ねん)に開所 (かいしょ)し５年目 (ねんめ)、１７名 (めい)の知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)が働 (はたら)き、焼 (や)き菓子 (がし)やペットフード等 (など)の製造 (せいぞう)製菓 (せいか)をしている。開所 (かいしょ)以前 (いぜん)に農園 (のうえん)に分 (わ)けてもらった規格外 (きかくがい)トマトを入 (い)れてペットフードを販売 (はんばい)したところ好評 (こうひょう)で、農園 (のうえん)との関係 (かんけい)はあった。２０１７年 (ねん)に現在 (げんざい)の場所 (ばしょ)に開所 (かいしょ)したが、土地 (とち)のオーナーがブルーベリー園 (えん)を営 (いとな)んでいた。ブルーベリーの収穫 (しゅうかく)は梅雨明 (つゆあ)けからお盆 (ぼん)明 (あ)けくらいまで、繁忙期 (はんぼうき)の摘 (つ)み取 (と)りを約 (やく)５年 (ねん)行 (おこな)っている。ネットの設置 (せっち)を４～５月 (がつ)にして、９月 (がつ)頃 (ごろ)にネットの除去 (じょきょ)作業 (さぎょう)をしている。その他 (ほか)に、剪定 (せんてい)した枝 (えだ)の清掃 (せいそう)や草刈 (くさか)りをしている。ブルーベリーの収穫 (しゅうかく)は、熟 (じゅく)し具合 (ぐあい)の見極 (みきわ)めと摘 (つ)み取 (と)りの力 (ちから)加減 (かげん)が難 (むずか)しい。ブルーベリー園 (えん)では生食用 (なましょくよう)と加工用 (かこうよう)を分 (わ)けて栽培 (さいばい)し、当事業所 (とうじぎょうしょ)では加工用 (かこうよう)を中心 (ちゅうしん)に作業 (さぎょう)をしている。ブルーベリーの収穫 (しゅうかく)は熱中症 (ねっちゅうしょう)になるケースが増 (ふ)えているので短時間 (たんじかん)しか入 (はい)れず、収穫量 (しゅうかくりょう)が多 (おお)くないので仕事 (しごと)につながらない。
今後 (こんご)の展開 (てんかい)は摘 (つ)み取 (と)り用 (よう)のレベルアップが課題 (かだい)。ブルーベリーは商品化 (しょうひんか)が難 (むずか)しい。配送 (はいそう)や納品 (のうひん)、販売 (はんばい)の人手 (ひとで)が足 (た)りないとの話 (はなし)なので代 (か)わってできればと思 (おも)う。
【幹事 (かんじ)長 (ちょう)】産業 (さんぎょう)振興課 (しんこうか)から８月 (がつ)末 (まつ)までに７３００㎡、２２００坪 (つぼ)の農地 (のうち)の草刈 (くさか)り作業 (さぎょう)を依頼 (いらい)された。ＪＡは３～４人 (にん)で２日間 (か かん)で作業 (さぎょう)できるが、我々 (われわれ)は１か月 (げつ)以上 (いじょう)かかった。耕 (こう)運機 (うんき)や農業用 (のうぎょうよう)機械 (きかい)が必要 (ひつよう)で、当法人 (とうほうじん)の理事長 (りじちょう)が機械 (きかい)を運転 (うんてん)し作業 (さぎょう)した。利用者 (りようしゃ)の作業 (さぎょう)は午前 (ごぜん)１０時 (じ)から１１時半 (じはん)、午後 (ごご)１時半 (じはん)から３時 (じ)頃 (ごろ)となるが、一番 (いちばん)暑 (あつ)い時間帯 (じかんたい)となり、農家 (のうか)から朝 (あさ)早 (はや)く作業 (さぎょう)をという話 (はなし)だったが、日中 (にっちゅう)は厳 (きび)しかった。農家 (のうか)にこちらのやり方 (かた)を理解 (りかい)してもらい協力 (きょうりょく)してもらった。
トマトの農園 (のうえん)の収穫 (しゅうかく)作業 (さぎょう)も開始 (かいし)されるため、今後 (こんご)の可能性 (かのうせい)や課題 (かだい)について話 (はな)してほしい。
【あさやけ第二 (だいに)作業所 (さぎょうじょ)】 可能性 (かのうせい)はたくさんあるが、一 (ひと)つの事業所 (じぎょうしょ)だけでなく複数 (ふくすう)の事業所 (じぎょうしょ)で分担 (ぶんたん)して実施 (じっし)することを考 (かんが)え、窓口 (まどぐち)を一 (ひと)つにする配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)である。農家 (のうか)の仕事 (しごと)は我々 (われわれ)が思 (おも)っている仕事 (しごと)以上 (いじょう)のもので、農地 (のうち)に足 (あし)を踏 (ふ)み入 (い)れてみることが大事 (だいじ)で、そのきっかけを作 (つく)ってもらった。新 (あたら)しい農 (のう)福 (ふく)の改革 (かいかく)の入口 (いりぐち)に来 (き)ている。今 (いま)のつながりを大事 (だいじ)に農家 (のうか)に沿 (そ)ったやり方 (がた)に合 (あ)わせていく事 (こと)が大事 (だいじ)だ。
【８７５Ｂｅａｎｓ】 ５年前 (ねんまえ)から行 (おこな)っているが、障 (しょう)がい者 (しゃ)が農業 (のうぎょう)を行 (おこな)うことに理解 (りかい)が少 (すく)ない。理解 (りかい)がある農家 (のうか)からつながりを深 (ふか)めていき、それを成功 (せいこう)体験 (たいけん)として繋 (つな)がりを広 (ひろ)げていけるといい。
【事務局 (じむきょく)】 市 (し)の立場 (たちば)で言 (い)えば、産業 (さんぎょう)振興課 (しんこうか)からの情報 (じょうほう)をきちんと伝 (つた)える繋 (つな)ぎをしたい。農家 (のうか)との繋 (つな)がりが途切 (とぎ)れないようにしたい。
＜質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)＞
【Ｊ委員 (いいん)】繋 (つな)がりがあることが大事 (だいじ)だと感 (かん)じた。市 (し)に質問 (しつもん)だが、障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)では、農 (のう)福 (ふく)連携 (れんけい)とあるが、産業 (さんぎょう)振興課 (しんこうか)に紐 (ひも)づけされた街 (まち)づくりの計画 (けいかく)があるか。
【事務局】 杉並区 (すぎなみく)や小金井市 (こがねいし)では障 (しょう)がい者 (しゃ)が農業 (のうぎょう)を訓練 (くんれん)するスペースがある。小平市 (こだいらし)では鎌倉 (かまくら)公園 (こうえん)の整備 (せいび)事業 (じぎょう)があり、産業 (さんぎょう)振興課 (しんこうか)がそこに農業 (のうぎょう)訓練 (くんれん)のスペースを入 (い)れようとの話 (はなし)だった。農林 (のうりん)水産省 (すいさんしょう)と厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)の資料 (しりょう)には、農家 (のうか)の障 (しょう)がい者 (しゃ)への関 (かか)わりや事業所側 (じぎょうしょがわ)の農家 (のうか)への関 (かか)わりのガイドブックもある。
【Ｊ委員】 分野 (ぶんや)を超 (こ)えてお互 (たが)いに学 (まな)ぶことが必要 (ひつよう)と感 (かん)じた。
【Ａ委員】 子 (こ)どもが高等部 (こうとうぶ)の頃 (ころ)、学校 (がっこう)で園芸 (えんげい)の授業 (じゅぎょう)があったが、小平 (こだいら)市内 (しない)では園芸 (えんげい)に取 (と)り組 (く)む福祉 (ふくし)作業所 (さぎょうじょ)はなかったので、国分寺 (こくぶんじ)の農園 (のうえん)等 (とう)に就 (しゅう)労 (ろう)した人 (ひと)がいた。市内 (しない)でも受 (う)け皿 (ざら)ができるといい。
【Ｂ委員 (いいん)】 利用 (りよう)者 (しゃ)は平均的 (へいきんてき)に何名 (なんめい)くらい参加 (さんか)しているのか。
【あさやけ第二 (だいに)作業所 (さぎょうじょ)】 農園 (のうえん)１５００㎡で、職員 (しょくいん)２名 (めい)と利用者 (りようしゃ)４名 (めい)が半日 (はんにち)を４回 (かい)行 (おこな)った。トマト栽培 (さいばい)は１事業所 (じぎょうしょ)につき職員 (しょくいん)は１名 (めい)、利用者 (りようしゃ)は２名 (めい)で行 (おこな)う。福島県 (ふくしまけん)の事例 (じれい)では、職員 (しょくいん)１名 (めい)に利用者 (りようしゃ)５～６名 (めい)が適正 (てきせい)と言 (い)っていた。
【８７５Ｂｅａｎｓ】 私 (わたし)たちの所 (ところ)もスタッフ１名 (めい)に利用者 (りようしゃ)２名 (めい)の体制 (たいせい)が多 (おお)い。毎日 (まいにち)しているわけではないので少数 (しょうすう)精鋭 (せいえい)でしている。
【幹事 (かんじ)長 (ちょう)】当法人 (とうほうじん)では農地 (のうち)の草刈 (くさか)りも職員 (しょくいん)１名 (めい)で利用者 (りようしゃ)４～５名 (めい)で行 (おこな)った。
就労 (しゅうろう)Ｂの職員 (しょくいん)配置 (はいち)基準 (きじゅん)の問題 (もんだい)もあり、職員 (しょくいん)１名 (めい)当 (あ)たり利用者 (りようしゃ)２名 (めい)では、そこには手厚 (てあつ)いが他 (た)の作業 (さぎょう)の職員 (しょくいん)１名 (めい)あたりの人数 (にんずう)が多 (おお)くなるので、４～６名 (めい)がいいと思 (おも)う。その辺 (へん)が課題 (かだい)となる。　
【事務局 (じむきょく)】 運営 (うんえい)規程上 (きていじょう)事業所 (じぎょうしょ)の場所 (ばしょ)以外 (いがい)で行 (おこな)っても大丈夫 (だいじょうぶ)なのか。
【あさやけ第二 (だいに)作業所 (さぎょうじょ)】 運営 (うんえい)規程上 (きていじょう)も契 (けい)約上 (やくじょう)も、提供 (ていきょう)する作業 (さぎょう)を限定 (げんてい)していないので問題 (もんだい)はない。就労 (しゅうろう)Ｂが施設内 (しせつない)だけで活動 (かつどう)するという規定 (きてい)はない。人員 (じんいん)配置 (はいち)が心配 (しんぱい)だが、事業 (じぎょう)所内 (しょない)で体制 (たいせい)がとれればいい。
【幹事 (かんじ)長 (ちょう)】 新 (あたら)しい事業 (じぎょう)を始 (はじ)める度 (たび)に規程 (きてい)を変 (か)える必要 (ひつよう)が出 (で)てくるため、当法人 (とうほうじん)の運営 (うんえい)規程 (きてい)は柔軟 (じゅうなん)に運営 (うんえい)できるように作 (つく)っている。
【Ｂ委員 (いいん)】　生活 (せいかつ)介護 (かいご)で生産 (せいさん)活動 (かつどう)として行 (おこな)っているが、外出 (がいしゅつ)不可 (ふか)という規 (き)定 (てい)は特 (とく)にない。
【幹事 (かんじ)長 (ちょう)】　ありがとうございました。
５　令和 (れいわ)４年度 (ねんど)の協議 (きょうぎ)テーマについて
　　事務局 (じむきょく)より資料 (しりょう)２、資料 (しりょう)３に基 (もと)づいて説明 (せつめい)をした。
【幹事 (かんじ)長 (ちょう)】　第 (だい)５期 (き)の３年目 (ねんめ)になるため、第 (だい)５期 (き)の総括 (そうかつ)を今後 (こんご)しなければならない。今年度 (こんねんど)に取 (と)り組 (く)みたいことがあれば反映 (はんえい)したい。
＜質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)＞
【Ｃ委員 (いいん)】 地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)（以下 (いか)、拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)とする。）が始 (はじ)まり、にも括 (かつ)などで８０５０関係 (かんけい)の対象者数 (たいしょうしゃすう)や、医療 (いりょう)との狭間 (はざま)のグレーゾーンの方 (かた)や引 (ひ)きこもりの方 (かた)の人数 (にんずう)把握 (はあく)ができると良 (よ)い。基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（以下 (いか)、基幹 (きかん)とする。）設置 (せっち)のあり方 (かた)の検討 (けんとう)が必要 (ひつよう)である。　
【会 (かい)　長 (ちょう)】　基幹 (きかん)の整備 (せいび)は大変 (たいへん)重要 (じゅうよう)な課題 (かだい)である。今後 (こんご)の拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)の展開 (てんかい)とあわせて行 (おこな)う必要 (ひつよう)がある。拠点 (きょてん)等 (とう)ワーキングに向 (む)けての準備会 (じゅんびかい)が始 (はじ)まり、小平市 (こだいらし)の実態 (じったい)に合 (あ)った基幹 (きかん)を検討 (けんとう)する必要 (ひつよう)がある。拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)の運営 (うんえい)は準備会 (じゅんびかい)で検討 (けんとう)し、基幹 (きかん)も検討 (けんとう)しなければならない。議論 (ぎろん)をしながら協議会 (きょうぎかい)委員 (いいん)の立場 (たちば)で意見 (いけん)を出 (だ)してほしい。
【Ｉ委員 (いいん)】 拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)には関心 (かんしん)がある。多 (おお)くの事業所 (じぎょうしょ)が連携 (れんけい)できる仕組 (しく)みを作 (つく)る必要 (ひつよう)がある。
児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターが開設 (かいせつ)したが開設 (かいせつ)して終 (お)わりではない。機能的 (きのうてき)な事業 (じぎょう)展開 (てんかい)の検討 (けんとう)も地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)の役割 (やくわり)である。福祉 (ふくし)業界 (ぎょうかい)全体 (ぜんたい)で支 (ささ)える仕組 (しく)み作 (づく)りをしなければならない。任 (まか)された人 (ひと)たちだけが職員 (しょくいん)配置 (はいち)をし、相談 (そうだん)を受 (う)けそれで終 (お)わりではなく、相談 (そうだん)の後 (あと)につながる仕組 (しく)みが大切 (たいせつ)である。特 (とく)に、障害児 (しょうがいじ)相談 (そうだん)支援 (しえん)はセルフプランが多 (おお)いと聞 (き)くので、それをどう支 (ささ)えていくか協議 (きょうぎ)したい。
その他 (ほか)、災害 (さいがい)について入所 (にゅうしょ)、通所 (つうしょ)施設 (しせつ)それぞれの役割 (やくわり)があるが、具体的 (ぐたいてき)に進 (すす)んでいない。市 (し)から委託 (いたく)された福祉 (ふくし)避難所 (ひなんじょ)の役割 (やくわり)についてノウハウがないので取 (と)り組 (く)んでいただきたい。
【Ｎ委員 (いいん)】　拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)の実施 (じっし)に向 (む)けて各事業所 (かくじぎょうしょ)と情報 (じょうほう)共有 (きょうゆう)して実施 (じっし)することが、相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)として取組 (とりく)むことである。拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)の緊 (きん)急 (きゅう)時 (じ)対応 (たいおう)に向 (む)けて相談 (そうだん)支援 (しえん)ワーキングで生 (い)かしていく事 (こと)が必要 (ひつよう)である。
また、法人内 (ほうじんない)では施設 (しせつ)からグループホームに移 (うつ)るケースが増 (ふ)えている。地域 (ちいき)移行 (いこう)の実施 (じっし)に向 (む)けて明確 (めいかく)に進 (すす)んでいないケースもあるので、小平市 (こだいらし)の取 (と)り組 (く)みとして進 (すす)めたい。
その他 (ほか)、新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)対策 (たいさく)が医療的 (いりょうてき)なことが変 (か)わっている。コロナ対策 (たいさく)も必要 (ひつよう)である。
【Ｇ委員 (いいん)】 当事者 (とうじしゃ)にも分 (わ)かりやすいような情報 (じょうほう)発信 (はっしん)と、情報 (じょうほう)保障 (ほしょう)のツール等 (とう)を考 (かんが)えたい。当事者 (とうじしゃ)が社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)をどういうところで抱 (いだ)くのか議論 (ぎろん)したい。地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)のＷＥＢ参加 (さんか)に関 (かん)しても意見 (いけん)をもらいたい。
【幹事 (かんじ)長 (ちょう)】　参加 (さんか)・情報 (じょうほう)伝達 (でんたつ)方法 (ほうほう)について考 (かんが)えがあれば、その都度 (つど)教 (おし)えていただきたい。
【Ｌ委員 (いいん)】 医療 (いりょう)の立場 (たちば)から医療 (いりょう)と福祉 (ふくし)の連携 (れんけい)や住 (す)み分 (わ)けを話 (はな)し合 (あ)いたい。法 (ほう)制度 (せいど)が進 (すす)み、医療 (いりょう)がある障 (しょう)がいのある方 (かた)の支援 (しえん)は整備 (せいび)が進 (すす)んでいるが、現実 (げんじつ)は重心 (じゅうしん)かそうではないかの住 (す)み分 (わ)け程度 (ていど)である。動 (うご)く医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)など狭間 (はざま)にいる方 (かた)に目 (め)を向 (む)ける必要 (ひつよう)がある。
また、発達障 (はったつしょう)がい児 (じ)の相談 (そうだん)が学校 (がっこう)や福祉 (ふくし)施設 (しせつ)から多 (おお)くきている。　小学校 (しょうがっこう)の通級 (つうきゅう)に通学 (つうがく)する児童 (じどう)は、以前 (いぜん)は知的障 (ちてきしょう)がいの児童 (じどう)が多 (おお)かったが、今 (いま)は発達障 (はったつしょう)がいの児童 (じどう)が多 (おお)く、知的障 (ちてきしょう)がいの児童 (じどう)は支援 (しえん)学校 (がっこう)に通 (かよ)うことが増 (ふ)えているというデータがある。医療 (いりょう)と教育 (きょういく)と福祉 (ふくし)で協議 (きょうぎ)する場 (ば)が必要 (ひつよう)になる。
また、放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスについては協議 (きょうぎ)する場 (ば)がないことを課題 (かだい)として取組 (とりく)みたい。
発達障 (はったつしょう)がいの子 (こ)が大人 (おとな)になり、精神障 (せいしんしょう)がいや精神 (せいしん)患者 (かんじゃ)、働 (はたら)きにくい、生 (い)きにくいという問題 (もんだい)も拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)でどうするかも検討 (けんとう)する必要 (ひつよう)がある。
【Ｅ委員 (いいん)】　当院 (とういん)の特徴 (とくちょう)として、神経 (しんけい)疾患 (しっかん)の方 (かた)、精神 (せいしん)疾患 (しっかん)の方 (かた)、重心 (じゅうしん)、医 (い)ケア児 (じ)の方々 (かたがた)である。児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の対象者数 (たいしょうしゃすう)は多 (おお)いが受 (う)け入 (い)れる場所 (ばしょ)が足 (た)りないので、受 (う)け皿 (ざら)整備 (せいび)が課題 (かだい)と思 (おも)う。ノウハウの共有 (きょうゆう)ができる場所 (ばしょ)やツールが課題 (かだい)である。
コロナが収 (おさ)まらない中 (なか)、が多 (おお)いので災害 (さいがい)が発生 (はっせい)した場合 (ばあい)の対応 (たいおう)が心配 (しんぱい)である。
【幹事 (かんじ)長 (ちょう)】  コロナに関 (かん)する部分 (ぶぶん)は、話 (はなし)をする機会 (きかい)をもらえたらと思 (おも)う。発達障 (はったつしょう)がい児 (じ)の支援 (しえん)や放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスは協議 (きょうぎ)テーマにはあるが、これまであまり協議 (きょうぎ)できなかった。児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの設置 (せっち)もされ、今後話 (こんごはなし)をする機会 (きかい)が必要 (ひつよう)である。
【Ａ委員 (いいん)】  拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)では、体験 (たいけん)の場 (ば)、自立 (じりつ)に向 (む)けた支援 (しえん)の場 (ば)がない。児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターが開設 (かいせつ)されたことは嬉しい (うれしい)。障 (しょう)がいがなくても子 (こ)どもの発達 (はったつ)に悩 (なや)んだ時 (とき)に行 (い)ける場 (ば)になってほしい。一方 (いっぽう)で、インクルーシブ教育 (きょういく)が言 (い)われる中 (なか)、住 (す)み分 (わ)けが進 (すす)んでいることを心配 (しんぱい)している。発達障 (はったつしょう)がいの子 (こ)の保護者 (ほごしゃ)は情緒 (じょうちょ)学級 (がっきゅう)を希望 (きぼう)し、知的障 (ちてきしょう)がいの子 (こ)の保護者 (ほごしゃ)はインクルーシブ教育 (きょういく)を希望 (きぼう)する人 (ひと)もいる。様々 (さまざま)な考 (かんが)え方 (かた)があるので選択 (せんたく)できる体制 (たいせい)にしてほしい。インクルーシブ社会 (しゃかい)の理解 (りかい)啓発 (けいはつ)を進 (すす)めるため、教育 (きょういく)委員会 (いいんかい)で理解 (りかい)啓発 (けいはつ)の授業 (じゅぎょう)の増設 (ぞうせつ)を要求 (ようきゅう)してほしい。これらのことを協 (きょう)議会 (ぎかい)で協議 (きょうぎ)してほしい。
【Ｂ委員 (いいん)】　当事者 (とうじしゃ)・情報 (じょうほう)部会 (ぶかい)では、情報 (じょうほう)発信 (はっしん)を年間 (ねんかん)テーマとして取組 (とりく)む。当事者 (とうじしゃ)ワーキング等 (など)で当事者 (とうじしゃ)の意見 (いけん)を施策 (しさく)や計画 (けいかく)に届 (とど)けることも役割 (やくわり)である。拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)では情報 (じょうほう)を得 (え)ることが一番 (いちばん)だが、他 (た)の事業所 (じぎょうしょ)との連携 (れんけい)を深 (ふか)めたい。また、ＩＣＴの進化 (しんか)等 (など)もテーマの一 (ひと)つである。
【Ｊ委員 (いいん)】　児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの事業 (じぎょう)説明 (せつめい)を聞 (き)きたい。体制 (たいせい)整備 (せいび)の中 (なか)では、支援者 (しえんしゃ)を支援 (しえん)できる体制 (たいせい)整備 (せいび)が大事 (だいじ)という話 (はなし)が出 (で)ていた。以前 (いぜん)、児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの先駆的 (せんくてき)地域 (ちいき)として日野市 (ひのし)のエールを視察 (しさつ)した。日野市 (ひのし)は明確 (めいかく)なコンセプトがあり、教育 (きょういく)との連携 (れんけい)手段 (しゅだん)や関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)、メンバー構成 (こうせい)、協議 (きょうぎ)等 (とう)がしっかり作 (つく)ってあった。基幹 (きかん)設置 (せっち)についても、仕組 (しく)み作 (づく)りを協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (とう)で話 (はな)し合 (あ)いたい。
【幹事 (かんじ)長 (ちょう)】　皆様 (みなさま)の意見 (いけん)を聞 (き)きながら詰 (つ)めていきたい。

６　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)の進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)について
　　事務局 (じむきょく)より報告 (ほうこく)があった。
【事務局 (じむきょく)】　引続 (ひきつづ)き検討 (けんとう)しないといけないことがある。基幹 (きかん)が未設置 (みせっち)であることは課題 (かだい)と感 (かん)じている。４月 (がつ)からワーキングの準備会 (じゅんびかい)が開始 (かいし)した。緊急 (きんきゅう)時 (じ)の受 (う)け入 (い)れ態勢 (たいせい)、顔 (かお)の見 (み)える関係作 (かんけいづく)りが大切 (たいせつ)と思 (おも)っている。８０５０問題 (もんだい)もある。
【会 (かい)　長 (ちょう)】 市 (し)だけや事業所 (じぎょうしょ)だけでできる訳 (わけ)ではない。限 (かぎ)られた資源 (しげん)のためそれぞれがもう一歩前 (いっぽまえ)に出 (で)て行 (おこな)うしかない。小平市 (こだいらし)ではそれが可能 (かのう)だ。制度上 (せいどじょう)の課題 (かだい)もあるので東京都 (とうきょうと)や国 (こく)に対 (たい)して要望 (ようぼう)する必要 (ひつよう)もある。基幹 (きかん)と拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)はセットの部分 (ぶぶん)もある。基幹 (きかん)の拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)以外 (いがい)の機能 (きのう)も重要 (じゅうよう)なものがある。拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)に期待 (きたい)しているが拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)で全 (すべ)てが解決 (かいけつ)するものでもないので、その後 (ご)の課題 (かだい)やその前 (まえ)の地域作 (ちいきづく)り、環境 (かんきょう)が整 (ととの)い少 (すこ)しでも前 (まえ)に進 (すす)むといい。

７　当事者 (とうじしゃ)・情報 (じょうほう)部会 (ぶかい)報告 (ほうこく)
　　資料 (しりょう)５に基 (もと)づいて報告 (ほうこく)した。

８　情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)
　　事務局 (じむきょく)から、追加 (ついか)資料 (しりょう)を通 (とお)して、ふるさと村 (むら)からの古民家 (こみんか)で味 (あじ)わう伝統 (でんとう)芸能 (げいのう)の紹介 (しょうかい)がされた。

９　今後 (こんご)の予定 (よてい)
（１）相談 (そうだん)支援 (しえん)ワーキング　
　　　４月 (がつ)２１日 (にち)（木 (もく)）午前 (ごぜん)１０時 (じ)～正午 (しょうご)は、延期 (えんき)となった。
　　　次回 (じかい)日程 (にってい)未定 (みてい)
（２）地域 (ちいき)部会 (ぶかい)　
[bookmark: _Hlk106821836]　　　５月 (がつ)２０日 (か)（金 (きん)）午後 (ごご)２時 (じ)～４時 (じ)
（３）全体会
　　　５月 (がつ)３０日 (にち)（月 (つき)) 午後 (ごご)２時 (じ)～４時 (じ)
（４）当事者ワーキング
　　　６月 (がつ)１８日 (にち)（土 (ど)）午後 (ごご)１時 (じ)半 (はん)～３時 (じ)半 (はん)
対面 (たいめん)の予定 (よてい)。市報 (しほう)にも掲載 (けいさい)予定 (よてい)。

10　閉会 (へいかい)
幹事 (かんじ)長 (ちょう)より閉会 (へいかい)が宣言 (せんげん)された。
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